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                       ＪＡＥＰＫ 大日方 悟朗 

                               はじめに 

 ヨーロッパ特にドイツではアマチュアのマイクロウエーブが盛んな様でＤＵＢＵＳ誌を

始め季刊の専門誌も幾つか発行されている位です、またＤＢ６ＮＴは１４０ＧＨｚ迄の各

種ユニットを開発発売していて向こうでは此れが主流となっている様です、基板だけでも

発売されていますので今回は４７ＧＨｚマークⅡトランスバータの基板と１２／２４ＧＨ

ｚダブラーの基板を購入して見ました。（第１図、第２図に部品配置をしたオリジナルのパ

ターン図を示して置きました） 

 このトランスバーター基板は２４ｍｍＸ３６ｍｍ厚さ０．１ｍｍのテフロン基板製で、

ローカル周波数が１／２ですむハーモニックミキサーになっています、入出力共導波管に

結合するタイプで、入力側はＷＲ４２形相当の導波管にプローブを挿入する形です、出力

側は直径４ｍｍの円形導波管にストリップライン結合部が入ります、ここで使われている

ミキサーダイオードはＨＰ社のＨＳＣＨ－９２５１と言うアンチペアー型（センタータッ

プ型）のガリひそ系ビームリードダイオードを使っています。 

 このダイオードは第３図の様に０．５ｍｍ角位の小ささでハンダ付けはかなりの技術が

必要です、ＤＢ６ＮＴは銀系の導電性接着剤でストリップラインに接着するように説明し

ていますが、これでは最近とみに目の悪くなった私には例えダイオードが入手は出来たと

してもとてもこなせそうも有りません、そこで特性の悪化を承知で手持ちのＮＥＣの１Ｓ

Ｓ１０５Ａをシングルで使うことにしました。 

 本機の性能はＤＢ６ＮＴによると送信出力は０．１５ｍＷ、受信ＮＦは８ｄＢとなって

いますがこれは正規のダイオードを使った場合で、１ＳＳ１０５Ａでは格段の差が出ると

思いますが止むをえません。 

 １２／２４ＧＨｚダブラー基板は回路図（第６図）の様にＭＧＦ１３０２のアンプと１

３０２のダブラーの構成で１１～１２ＧＨｚの入力１０ｍＷでダブラー出力２０ｍＷとな

っています、この基板にはスタブが作られていませんので使用周波数に応じてスタブを付

ける必要が有ります、ここではＩＦ周波数が１２８０ＭＨｚで出力周波数を４７０８０Ｍ

Ｈｚに設定しましたのでローカル周波数は１１．４５ＧＨｚとなります、なおこの基板は

別稿の導波管型ミキサーのローカル用にも使っています。 

 入力側はＳＭＡのコネクター型で出力側はＷＲ４２相当の導波管内にプローブを立てま

す、ミキサー基板の入力側も同じようにプローブで結合していますから、この導波管部分

は基本波除去のフイルターになっています、この２枚の基板を第４図の様なケースに収め

ました、このケースは図から分かる様に本体と、上のカバーと底板それにネジ型のバック

ショートから出来ています、底板はダブラー出力とミキサーを結合する導波管の一部とな

っています。 

         調整について 



 調整は始めダブラーから行います、ミキサー基板は外して代わりに出力監視用のプロー

ブを立てて２４ＧＨｚのパワーメーターにつなぎます、前後段のスタブを調整して入力１

０ｍＷで出力１０～２０ｍＷが出れば一応ＯＫです。 

 実はこれからが問題です、４７ＧＨｚの信号源があれば１２００ＭＨｚの出力を見なが

ら出力が最大になる様にミキサーのスタブやバックショートを調整するか、４７ＧＨｚの

計れるパワー計があれば送信モードでＬＯとＩＦにそれぞれ１０ｍＷ程入れて４７ＧＨｚ

の出力を測定するかの何れかの方法になります。 

 両方とも無い時はトランスバーターを２台作って鳴き合わせをしながらお互いに調整を

して行くしか有りませんが、初めは出力のレベルが小さいので測定は受信機かスペアナを

使いますが，ＬＯ周波数が同じでは親機同士の鳴き合わせになってしまうのでどちらかの

ＬＯをずらしておく事が必要です。 

 今一つの問題点は出力が４ｍｍの円形導波管になっています、パワーセンサーは角型導

真美管が標準なので、測定には丸と矩形の変換器が必要になります、もっとも誤差を承知

でパワーセンサーを直接円形導波管の出口に当てても大小の目安にはなります、もっとも

正確なパワーを測定しないでもアンテナまで総て円形導波管で統一してしまうのも一つの

手ですがそれでも一つは用意したい所です、ただし既製品はありませんので自作する事に

なります。 

  作り方としては長さ３０ｍｍ位の４ｍｍ直径の銅パイプを鈍して軟らかくしたものに導

波管の内寸に加工した鉄のくさびを叩き込んで行くわけですが、曲がったり破れたりして

なかなか思うように出来ません、何本か作っているうちにコツを覚えて良いものを作る以

外に有りません。 

 私は第５図に示す様にまったく違った方法で変換させました、これは円形導波管と同じ

径の穴を明けた角型導波管を長手方向にスライドして丸穴部分の結合度を変えられる様に

した物と、斜めにカットしたバックショートとの組み合わせで出来ています、こんなやり

かたでうまく行くか疑問でしたが結果としては銅パイプで作った変換器と同等な成績でし

たのでロスは少ないと安心しています。 

 その他ミキサーダイオードの極性やバイアス回路については別稿の導波管ミキサーで述

べた事と同じですのでここでは省略します、但し本来のアンチペアーのダイオードを使う

時は必要有りません。 

 そこで前回触れなかったことで共通な問題を挙げておきます、それはミックスした後の

ポストアンプです、この様なＲＦアンプ無しでいきなりダイオードで変換する受信機のＮ

Ｆは主としてダイオードで決まりますが後につづくＩＦアンプのＮＦを出来るだけ小さく

押さえて置くことも全体のＮＦを下げる為に必要です（１ｄＢ以下位に）、ここで使うデバ

イスは回路を簡単にするためにＭＭＩＣを探して見たのですが１２００ＭＨｚで１ｄＢ以

下のものは見当たりません一番よいＭＡＲ－６でも２．５ｄＢでした、トランジスタやＦ

ＥＴで回路を作る方が良いのはわかっていたのですが、今回はスペースの関係でＭＡＲ－



６でお茶を濁しています、ゲインは１０ｄＢほどです、第６図に全体の回路図を示して置

きました。 

 ＮＦの問題以外にダイオードとのインピーダンスマッチングを考えなければなりません

このインピーダンスは２５０～５００オームと言われています、このマッチング回路も今

回は省略したので何れ完全な物に作り替える予定です。 

 最後に４７ＧＨｚのフイルターについて書いておきます、本機はこのままでＱＳＯに使

えますが出力にはＬＯの４５．８ＧＨｚと目的の４７ＧＨｚぞれにイメージの４４．５Ｇ

Ｈｚも一緒になって出て来ます、アンチパラレルのダイオードを使えばＬＯはかなり押さ

えられる様ですが、それでもイメージカットのフイルターは必要です。 

 ＤＢ６ＮＴは第７図の様なフイルターを奨めていますので試作して見ましたが、材料が

しんちゅうのままでメッキをしなかった為かロスが２ｄＢ程でした、切れは良いのですが

（原設計のＩＦは１４４ＭＨｚの為か）もともと少ない出力なので出来るだけロスを押さ

えたい所です、それに加工も難しいので（この手のフイルターのロスは加工精度が物を言

います）そこでロスが少なくて作り易いフイルターを考えて見ました、構造は第８図の様

にキャビティーになる丸孔を明けた厚みのある円盤と両側の２枚のアイリスプレートから

出来ています。 

 これは良く知られている１セクションの導波管型フイルターの変形です、中心部の丸孔

の直径と長さで共振周波数が決まり、アイリスプレートの孔の大きさでフイルターの特性

（Ｑ）が決まります、全体の形は丸でも四角でも自由です、 これでロスは１ｄＢ以下に

納まった様ですが測定器の関係で正確な特性を取る事が出来ませんでした、同様な構造の

２４ＧＨｚのフイルターから推定しても実用上問題は無いと考えています。 

          おわりに 

 これでＤＢ６ＮＴの基板を使った４７ＧＨｚトランスバーターの主要部分の説明をおわ

ります、ここで触れなかったローカル部分に就いては外の所で述べて置きましたのでそれ

を参考にして下さい。 
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